
本　名 ：　塚越 誠 (Tsukagoshi Makoto)

雅　号 ：　梦羲（Bougi）

1948年  　6月生 東京都在住

1978年 　石橋犀水主宰：日本書道教育学会

1991年 　梅舒適の門下、丸山大碩に師事

1992年　 本格的に書を学ぶ

1998年　 産経国際書会・審査会員

2001年 　日本書道会・理事長

2002年　 産経国際書会・評議員

2004年　 日本書道会及び産経国際書会を退会

2008年　 日本僑報社・日中交流研究所 研究員

2008年　 6月 ｢日中文化交流の会｣結成、日本側代表

2009年　 3月 ｢練馬区書道連盟｣理事

2009年 　4月 ｢和の会｣結成、日本側代表

＜展覧会歴＞

1993年～1998年/毎年　上野･東京都美術館(国際書道連盟･会員)

1994年～2002年/毎年　池袋･サンシャイン美術館(産経国際書会･審査会員)

2002年～2004年/毎年　上野の森美術館(産経国際書会･評議員)

1994年～2004年/毎年　銀座･鳩居堂画廊(日本書道会･理事長)

2009年～2014年/毎年　練馬区立美術館(練馬区書道連盟･理事)

2009 年　5月 銀座・月光荘画室２（和の会・日本側代表）

2012 年　11月 銀座・ギャラリーゴトウ（特別出品）　以降略

梦羲散人・書
2012-2015

 http://www.next-ad.jp/tsuka/



敬
天
愛
人

【
敬
天
愛
人
（
け
い
て
ん
あ
い
じ
ん
）】

西
郷
隆
盛
が
好
ん
で
何
枚
も
揮
毫
し
た
と
い

う
四
字
成
語
。

も
と
は
、
清
の
４
代
皇
帝
、
康
熙
帝
（
こ
う

き
て
い
）
が
「
敬
天
愛
人
」と
い
う
扁
額
を

書
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
与
え
た
こ
と
が

あ
る
の
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
る
。

※

『
西
国
立
志
編
』の
共
訳
者
、
中
村
正
直(

敬
宇)

の
造
語
と
い
う
説
も
あ
る
が
怪
し
い
。

2015.2.2
東華大学 (上海 ) 姚儷瑾（よう・れいきん）さんへ贈呈。
日本語作文最優秀賞 (日本大使賞 )受賞で訪日の祝賀会場



春
来
草
自
生

【
春
来
草
自
生
】

（
春
来
た
り
て
草
自
か
ら
生
ず
）

春
が
来
れ
ば
草
は
自
然
に
生
え
て
く
る
。

こ
れ
に
は
自
然
に
逆
ら
っ
て
も
仕
方
が
な
い

と
い
う
よ
う
な
解
釈
が
多
い
け
ど
、

私
は
、『
道
は
誰
に
も
平
等
』
と
い
う
禅
語
の

深
い
意
味
で
捉
え
て
い
ま
す
。

2012.3.13
第 31回 練馬区書道連盟展に理事として
出品。石神井公園「ふるさと文化館」にて



梅
花
香
自
苦
寒
来 

【
梅
花
香
自
苦
寒
来
】

（
梅
の
花
は
寒
い
と
き
こ
そ
美
し
く
香
る
）

中
国
の
こ
と
わ
ざ
で
、【
宝
剣
从
磨
砺
出
】

（
宝
の
剣
は
磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
鋭
く
な
る
）
と

対
句
に
な
っ
て
い
る
。

意
味
的
に
は
、
二
句
と
も
同
様
な
教
訓
だ
が

梅
香…

は
「
逆
境
ほ
ど
輝
く
」
と
捉
え
た
い
。

2013.4.13
第 32回 練馬区書道連盟展に理事として
出品。石神井公園「ふるさと文化館」にて



日
長
風
暖
柳
青
々

【
日
長
風
暖
柳
青
々
】

（
日
は
長
く
風
は
暖
か
く
し
て
柳
青
々
た
り
）

春
の
日
は
う
ら
う
ら
と
長
く
、
風
は
暖
か
く
、
柳
は

青
々
と
芽
吹
い
た
。

作
者
が
岳
陽
に
流
さ
れ
て
い
た
時
、
春
景
色
を
眺
め

つ
つ
作
っ
た
詩
。

唐
詩
選
・
賈
至
の
七
言
句
『
西
亭
春
望
』
よ
り

2014.4.8
第 33回 練馬区書道連盟展に出品。
石神井公園「ふるさと文化館」にて



龍
騰
虎
躍

【
龍
騰
虎
躍
（
り
ゅ
う
と
う
こ
や
く
）】

龍
が
飛
び
立
ち
、
虎
が
躍
り
上
が
る
。

沸
き
か
え
る
よ
う
な
活
気
に
満
ち
て
い
る
こ

と
の
形
容
。

2012.2.17
中国大使館参事官、薛剣さんへ揮毫。
赤坂・中国料理「和龍」にて壮行会。



絵：中国・国画大師 安雲霽(あんうんさい）



花
の
香
に

こ
ろ
も
は
ふ
か
く 

な
り
に
け
り

木
の
下
か
げ
の 

風
の
ま
に
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
之

朝
顔
の 

ひ
と
色
に
し
て 

花
多
し

虚
子



紫
陽
花
や

白
よ
り
い
で
し 

浅
み
ど
り

　
　
　
　
　
　  

　
水
巴

一
蝶
を 

放
ち
て
蓮
華 

浄
土
か
な

風
生



日
中
文
化
交
流
の
会
、設
立

2008.6.15

PM.6:00 北京市｢新興賓館 (XINXING HOTEL)｣
発足記念パーティーにて日本側代表として挨拶。

（還暦の誕生日）

左から中国書法家協会理事・蘇士樹（祝詞を揮毫）、塚越誠（日本側代表）、中国画大師・安雲霽（中国側代表）



日
中
文
化
交
流

2008.9.10

PM.6:00 北京市｢新興賓館 (XINXING HOTEL)｣
発足記念パーティーにて日本側代表として挨拶。

（池袋・小尾羊にて）



東
京「
漢
語
角
」に
て

中
国
語
サ
ー
ク
ル
「
漢
語
角
」
に
参
加
、

中
国
の
方
々
に
好
き
な
言
葉
を
書
い
て
交
流

2008～



「
漢
語
角
」の
題
字
を
揮
毫

毎
週
日
曜
日
の
午
後
、
西
池
袋
公
園
に
て
行
わ
れ
て
い
る

中
国
語
サ
ー
ク
ル
「
漢
語
角
」
の
題
字
を
披
露
、
人
民
日
報
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

2008.3.13（東京・西池袋公園にて）

中国画大師・安雲霽氏が、揮毫した題字を元に４色のロゴを作成



「
梁
祝
会
」新
年
会

中
国
の
四
大
愛
情
伝
説
の
一
つ「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」を
研
究
し

日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
、
渡
辺
明
次
先
生
を
囲
む
会
。

2014.1.31

2011.7.3

2009.10.15



戯
曲「
梁
祝
」舞
台
公
演

中
国
の
四
大
愛
情
悲
話
の
一
つ「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」を
戯
曲
化
し
、

鎌
倉
に
て
日
本
で
初
め
て
の
舞
台
講
演
、
そ
の
題
字
を
揮
毫
。

2009.10.3

チケット DVD

スタッフ（パンフレットより）



2014.9.10

2013.12.26

2013.9.7

中
国
の
留
学
生
に
揮
毫

湘潭大学生「曽令鳳」さん
鹿児島大学大学院に留学中

滋賀大学大学院に留学中の陳想さん（写真左）
日本の大学院受験を目指す陳意さん（写真右）

四国大学大学院生の徐凌波さん（写真左）
四国大学 4年生の梅芬さん（写真右）

日
中
文
化
交
流
の
一
環
と
し
て…

一期一会

美意延年／万事如意

夢／無事




